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金子会長

　第62回通常総会を５月31日、前橋市・前橋商工会議所会館において開催した。

総会では、平成30年度事業計画・予算など５議案について全て原案通り可決承認・

決定した。

　

通
常
総
会
は
、
定
刻
ど
お
り
午
後
１

時
30
分
に
開
会
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
金
子

正
元
会
長
は
、「
景
気
拡
大
は
『
い
ざ
な

ぎ
景
気
』
を
超
え
、
戦
後
２
番
目
の
長

さ
に
な
っ
て
お
り
、
本
県
経
済
も
全
国

的
に
見
て
回
復
が
進
ん
で
い
る
県
の
代

表
例
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
中
小
企
業
は
、
原
材
料
価
格
の
高

騰
や
、
人
手
不
足
に
伴
う
人
件
費
上
昇

に
留
ま
ら
ず
、
人
手
の
確
保
す
ら
困
難

な
状
況
に
あ
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営
を

余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

『
事
業
承
継
』、『
働
き
方
改
革
』、『
生
産

性
の
向
上
』、『
取
引
条
件
の
改
善
』な
ど
、

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
県
の
特
徴
で
も
あ
る
自
動
車
産

業
で
は
、『
Ｅ
Ｖ
化
』、『
ト
ラ
ン
プ
政
権

に
よ
る
関
税
問
題
』
も
大
き
な
関
心
事

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
・

経
済
環
境
が
変
化
す
る
中
、
中
小
企
業

は
、
中
小
企
業
組
合
を
活
用
し
、
１
社

で
の
実
施
が
困
難
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
会
が
実
施
し
た
『
事
業
協

同
組
合
実
態
調
査
』
に
よ
る
と
、
今
後

実
施
し
た
い
事
業
と
し
て
『
他
組
合
と

の
連
携
』、『
人
材
養
成
事
業
』、『
防
災
協

定
の
締
結
』
な
ど
が
上
位
に
な
っ
て
お

り
、
昨
今
の
企
業
を
取
巻
く
課
題
に
組

合
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か

が
え
る
。
本
会
で
は
、
こ
う
し
た
組
合

活
動
を
強
力
に
支
援
す
る
た
め
、
今
年

度
も
引
き
続
き
、
国
・
県
等
の
様
々
な

施
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
会
員
組
合
、
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は
、
大
企
業
・
中
堅
企
業
に
比
べ
て
弱

め
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
雇
用
人
員

判
断
Ｄ
Ｉ
は
『
不
足
』
超
幅
が
拡
大
し

て
お
り
、
と
り
わ
け
、
小
売
・
宿
泊
・

飲
食
サ
ー
ビ
ス
・
建
設
と
い
っ
た
非
製

造
業
の
幅
広
い
業
種
に
お
け
る
人
手
不

足
が
、
景
況
感
改
善
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
日
銀
で
は
、
強

力
な
金
融
緩
和
を
推
進
し
、
中
小
企
業

の
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
金
融
機
関

向
け
貸
付
け
制
度
を
設
け
、
そ
の
利
用

を
促
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
緩
和
政
策

組
合
員
企
業
の
業
績
向
上
の
た
め
、
事

業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
来
賓

の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
大
澤
正
明
群
馬
県
知
事

代
理
の
県
産
業
経
済
部
産
業
政
策
課

長
・
吉
田
功
幸
氏
が
、「
本
県
経
済
は
回

復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
や
少
子
化
が
進
行
し
、

多
く
の
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
人
材

確
保
や
事
業
承
継
等
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
県
と
し
て
も
幅
広

い
産
業
や
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
目
的

に
２
０
２
０
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
、

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
『
Ｇ

メ
ッ
セ
群
馬
』の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
施
設
を
群
馬
に
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情

報
を
呼
び
込
む
拠
点
と
し
て
大
い
に
活

用
し
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県

が
企
業
・
家
計
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

県
内
経
済
が
よ
り
力
強
い
姿
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
が

が
行
わ
れ
た
後
、
金
子
会
長
が
議
長
に

選
任
さ
れ
て
議
事
に
入
り
、
事
業
報

告
・
決
算
、
事
業
計
画
・
予
算
、
経
費

の
賦
課
・
徴
収
方
法
、
役
員
報
酬
、
借

入
金
残
高
の
最
高
限
度
の
５
議
案
を
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
・
決
定
し
た
。

内
事
業
者
の
関
連
産
業
へ
の
参
入
を
支

援
し
、
本
県
経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化

に
向
け
て
全
庁
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
様
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
県

政
に
対
し
て
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
日
本
銀
行
前
橋
支
店
長
・

岡
山
和
裕
氏
が
、「
県
内
経
済
は
、
主
力

の
自
動
車
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
し
て
、

企
業
収
益
が
確
保
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け

て
の
前
向
き
な
設
備
投
資
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
家
計
部
門
に
お
い
て

も
所
得
環
境
が
着
実
に
改
善
し
て
お
り
、

個
人
消
費
は
緩
や
か
に
増
加
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
群
馬
県
に
お
い
て
は
、

企
業
部
門
、
家
計
部
門
と
も
に
前
向
き

な
循
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
し
っ
か
り
と
作

用
し
て
い
る
。
一
方
で
、
日
銀
短
観
を

み
る
と
、
中
小
企
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

１．中小企業組合の活性化支援の強化

　（１）環境変化に即した組合支援

　（２）新規組合の設立促進

　（３）組合間等連携の促進

　（４）組合組織・活動の広報、行政等との連携支援

２．中小企業の経営力強化の支援

　（１） ものづくり・商業・サービス業の中小企業・小規模事

業者に対する生産性向上の支援

　（２）認定経営革新等支援機関としての経営支援

　（３）BCP（事業継続計画）策定の支援

　（４）消費税転嫁・軽減税率対策の支援

　（５）事業承継、事業引継ぎの支援

３．地域資源活用・農商工連携・ものづくり等に関する支援

４．中小商業・サービス業等の活性化支援

５．中小企業の人材確保・育成・定着への支援

　（１）県内中小企業の魅力発信

　（２） 県内人材、Uターン・Iターン人材のマッチング機会の

提供

　（３）人材育成及び働き方改革に向けた支援

　（４）外国人技能実習制度の適正化支援

６．環境保全活動の推進

平成30年度中央会重点活動目標


